
所
有
者
不
明
土
地
の
流
通
活
性
化

　

土
地
基
本
法
、
年
め
ど
に
改
正
へ

新規の管理物件が対象

家主の原状回復費を一部負担

タ
イ
セ
イ
・
ハ
ウ
ジ
ー

都
内
で
１
５
８
戸
の
ペ
ッ
ト
可
賃
貸

ド
ッ
グ
ラ
ン
付
き
　

都
心
勤
務
の
単
身
者
狙
う

ア
プ
リ
で
雑
誌
読
み
放
題

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
不
要

ゴ
ー
ル
ド
キ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド

横
浜
が
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
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◀
ア
プ
リ
内
の
「
漫
画
・
雑
誌
読
み

放
題
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
一
覧
が

表
示
さ
れ
る

　
国
土
交
通
省
（
東
京
都
千

代
田
区
）
は
所
有
者
不
明
土

地
の
解
消
、
抑
制
に
向
け
た

基
本
制
度
の
見
直
し
を
実

施
。
土
地
基
本
法
改
正
の
方

向
性
を
２
月

日
に
発
表
し

た
。

　
同
省
で
は
２
０
１
８
年
９

月
よ
り
「
国
土
審
議
会
土
地

政
策
分
科
会
特
別
部
会
」
を

設
置
。
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
７
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し

て
き
た
。
空
き
家
や
空
き
地

な
ど
所
有
者
不
明
土
地
の
流

通
を
目
的
と
し
て
、
土
地
政

策
を
再
構
築
。

年
ま
で
に

土
地
基
本
法
改
正
に
乗
り
出

す
。

　

年
に
制
定
さ
れ
た
土
地

基
本
法
は
、
バ
ブ
ル
期
の
土

地
高
騰
を
背
景
に
、
適
正
な

土
地
利
用
を
促
す
規
定
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
人

口
減
少
が
進
む
中
で
、
所
有

者
不
明
土
地
の
流
通
に
関
す

る
取
り
扱
い
は
手
続
き
負
担

が
大
き
い
課
題
が
あ
っ
た
。

一
方
、
管
理
さ
れ
な
い
土
地

は
害
虫
の
発
生
や
犯
罪
の
温

床
に
な
る
な
ど
の
周
辺
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
危
険
性

が
あ
る
。

　
今
回
の
見
直
し
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
は
所
有
者
の
所
在

が
不
明
な
場
合
、
現
地
調
査

が
不
可
能
だ
っ
た
が
、
所
有

者
の
探
索
に
つ
な
が
る
関
連

情
報
の
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化

や
、
検
索
範
囲
の
拡
大
を
図

る
。
ま
た
、
所
有
者
が
判
明

し
て
い
る
場
合
で
も
、
土
地

の
利
用
や
管
理
に
関
す
る
責

務
と
役
割
分
担
を
、
所
有
者

・
近
隣
住
民
・
国
・
地
方
公
共

団
体
で
整
備
す
る
。
行
政
が

必
要
に
応
じ
て
土
地
の
取
得

や
活
用
方
法
の
提
案
を
行
う

な
ど
し
て
、
遊
休
土
地
の
流

通
促
進
と
活
性
化
を
図
る
。

　
同
省
で
は
今
後
、

年
の

民
事
基
本
法
制
の
見
直
し
と

併
せ
て
、
土
地
基
本
法
の
改

正
を
実
現
し
た
い
考
え
だ
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン

パ
ニ
ー（
東
京
都
港
区
）は
２

月

日
、『
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
住
み

た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１

９
関
東
版
』
を
発
表
し
た
。

　
今
年
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た

駅
名
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の

「
横
浜
」駅
で
１
２
１
１
点
、

２
位
が
Ｊ
Ｒ
山
手
線
「
恵
比

寿
駅
」
で
８
７
１
点
、
３
位

が
Ｊ
Ｒ
中
央
線「
吉
祥
寺
駅
」

で
７
７
４
点
と
な
っ
た
。

　
ト
ッ
プ
が
「
横
浜
駅
」
と

な
っ
た
理
由
は

路
線
が
乗

り
入
れ
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
良
い
こ
と
、
駅
周
辺
の
大

型
商
業
施
設
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
。

　
ま
た
、
さ
い
た
ま
市
の
人

気
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
だ
。
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線

「
大
宮
」駅
が
前
回
の
９
位
か

ら
４
位
に
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北

線「
浦
和
」駅
が

位
か
ら
８

位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

　
同
社
の
池
本
洋
一
編
集
長

は
「
去
年
よ
り
２
０
０
点
以

上
数
字
を
上
げ
た
の
は
「
横

浜
駅
」の
み
。圧
倒
的
に
飛
び

ぬ
け
て
い
る
。
さ
い
た
ま
市

の
人
気
が
上
が
っ
て
き
た
の

は
都
心
の
地
価
高
騰
が
要
因

で
実
際
に
手
が
届
き
や
す
い

価
格
帯
を
見
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
分
析
す
る
。

　
賃
貸
管
理
・
仲
介
を
行
う

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
ア
ン

ビ
シ
ョ
ン

東
京
都
渋
谷

区
）
は

日
に
、
グ
ル
ー
プ

で
手
掛
け
た
ペ
ッ
ト
飼
育
可

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
　
Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
　
Ｇ
（
ザ
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ュ
ー
ブ
ジ
ー
）
潮
見
』
を

完
成
す
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
飼

い
た
い
都
心
勤
務
の
単
身
社

会
人
だ
。

　
物
件
は
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
「
潮

見
」
駅
か
ら
徒
歩
４
分
に
立

つ

階
建
て
Ｒ
Ｃ
造
で
全
１

５
８
戸
。
間
取
り
は
１
Ｋ
～

１
Ｄ
Ｋ
で
専
有
面
積
は
約


㎡
と
全
室
が
単
身
者
向
け
の

想
定
。
特
徴
は
、
屋
上
に
１

１
８
㎡
の
ル
ー
フ
テ
ラ
ス

と
、
１
３
２
㎡
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
を
備
え
た
点
。
同
社
の
佐

藤
広
行
氏
は
「
都
内
で
は
シ

ン
グ
ル
向
け
に
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
あ
る
物
件
は
ほ
ぼ
な
い
た

め
、
差
別
化
す
る
上
で
、
今

回
の
企
画
の
柱
と
な
っ
た
」

と
話
し
た
。
賃
料
は
９
万
１

５
０
０
～

万
２
０
０
０
円

と
安
く
は
な
い
が
、
物
件
の

完
成
前
に

戸
に
申
し
込
み

が
入
っ
た
。
本
格
的
な
入
居

募
集
は

日
以
降
。

　
２
０
１
７
年
に
グ
ル
ー
プ

化
し
た
デ
べ
ロ
ッ
パ
ー
の
ヴ

ェ
リ
タ
ス
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
（
同
）
が
開
発
。
区
分

の
収
益
不
動
産
と
し
て
、
２

０
１
８
年
９
月
か
ら
３
０
０

０
万
円
程
度
で
投
資
家
へ
の

販
売
を
始
め
３
カ
月
ほ
ど
で

完
売
し
た
。
表
面
利
回
り
は

３
％
弱
だ
が
、
相
続
税
対
策

の
富
裕
層
が
購
入
。
「
販
売

で
き
る
収
益
不
動
産
が
都
内

に
少
な
い
た
め
反
応
は
良
か

っ
た
」
（
佐
藤
氏
）

　
タ
イ
セ
イ
・
ハ
ウ
ジ
ー

（
東
京
都
渋
谷
区
）は
１
日
、

新
し
い
賃
貸
管
理
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
始
め
た
。
今
後
新

た
に
管
理
委
託
契
約
を
結
ぶ

オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
、
退
去

後
に
オ
ー
ナ
ー
が
負
担
す
る

原
状
回
復
費
用
を
保
証
す
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

管
理
契
約
し
た
物
件
に

限
り
、
原
状
回
復
費
の

大
部
分
を
同
社
が
負
担

す
る
内
容
。
オ
ー
ナ
ー

は
月
々
の
保
証
料
の
負

担
な
く
、
退
去
時
の
支

出
を
極
力
抑
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
名
称
は

『
す
ま
い
リ
ッ
チ
』
。

通
常
の
管
理
委
託
契
約

に
、
原
状
回
復
費
保
証

商
品
『
オ
ー
ナ
ー
サ
ポ

ー
ト
プ
ラ
ス
』
を
加
え

た
新
ブ
ラ
ン
ド
。
オ
ー
ナ
ー

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
通
常
、
オ
ー
ナ
ー

は
月
々
の
保
証
料
を
同
社
に

支
払
う
必
要
が
あ
る
。

㎡

程
度
の
ワ
ン
ル
ー
ム
な
ら
戸

当
た
り
月
８
０
０
円
ほ
ど
発

生
す
る
が
、
『
す
ま
い
リ
ッ

チ
』
の
枠
組
み
で
は
、
毎
月

の
保
証
料
が
無
料
に
な
る
。

管
理
委
託
費
は
賃
料
総
額
の

５
％
と
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ス
そ
の
も
の
は
４
年
前
か
ら

提
供
し
て
い
る
。
現
在
７
６

０
０
戸
が
契
約
中
。
保
証
内

容
は
、
居
室
内
の
「
自
然
損

耗
・
経
年
劣
化
」
に
伴
う
工

事
費
が
対
象
と
な
る
。
同
社

デ
ー
タ
で
は
、
２
０
１
７
～


年
の
３
年
間
で
オ
ー
ナ
ー

が
負
担
し
た
原
状
回
復
費
の

平
均
額
は
、

㎡
未
満
の
１

Ｋ
で

万
５
８
８
２
円
。
一

方
、
オ
ー
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
平

均
負
担
額
は
３
万
８
０
５
４

円
。
７
割
ほ
ど
安
く
な
る
。

　
岡
崎
一
弥
営
業
推
進
部
長

は
「
原
状
回
復
費
の
負
担
が

減
れ
ば
、
資
金
余
力
が
生
ま

れ
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
、
物

件
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
向

け
た
追
加
投
資
な
ど
が
や
り

や
す
く
な
り
ま
す
」
と
メ
リ

ッ
ト
を
説
明
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
ド
キ
ー
カ
ン
パ
ニ

ー
リ
ミ
テ
ッ
ド
（
愛
知
県
名

古
屋
市
）
は
、
オ
ー
ナ
ー
向

け
管
理
ア
プ
リ
『
ａ
ｐ
ｐ
―

ｍ
ｅ
（
ア
ッ
プ
ミ
ー
）
』
に

雑
誌
・
マ
ン
ガ
読
み
放
題
を

２
月

日
か
ら
オ
プ
シ
ョ
ン

で
提
供
し
た
。

　
『
ａ
ｐ
ｐ
―
ｍ
ｅ
　
Ｃ
ｌ

ｏ
ｕ
ｄ
』
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
、
ビ
ュ

ー
ン
（
東
京
都
港
区
）
が
連

携
。
雑
誌
は
１
０
０
誌
、
マ

ン
ガ
は
１
万
５
０
０
０
冊
ほ

ど
登
録
さ
れ
、
入
居
者
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
　

Ｉ
Ｄ
を
使
用
す
る

こ
と
で
閲
覧
で
き
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
内
外
で
利
用
可
能

だ
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
バ
ー
費
、
月
額
３
０
０
円

と
読
み
放
題
サ
ー
ビ
ス
１
戸

に
つ
き
４
ア
カ
ウ
ン
ト
ま
で


円
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
が

な
く
て
も
導
入
で
き
る
。
パ

ス
ワ
ー
ド
が
毎
月
変
更
さ
れ

る
た
め
、
成
り
す
ま
し
が
発

生
し
に
く
い
。

　
『
ａ
ｐ
ｐ
―
ｍ
ｅ
』
で
は

入
居
者
に
対
し
エ
レ
ベ
ー
タ

や
消
防
点
検
な
ど
の
案
内
を

発
信
し
た
り
、
騒
音
や
家
賃

の
督
促
な
ど
を
個
別
に
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

取
扱
説
明
書
な
ど
設
備
仕
様

書
や
、
共
有
部
の
設
備
を
登

録
し
て
活
用
す
る
ア
プ
リ

だ
。

　
木
全
雅
仁
社
長
は
「
管
理

ア
プ
リ
と
し
て
機
能
を
拡
大

さ
せ
た
。
物
件
の
差
別
化
が

図
れ
る
よ
う
、
今
後
も
開
発

や
連
携
を
強
化
し
て
い
く
」

と
話
す
。

ゴールドキー
カンパニーリミテッド
（愛知県名古屋市）
木全雅仁社長（）

▶
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
す
る
池
本
編
集

長


